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＜目的＞　18  5  1 年のロンドン万国博覧会の時期を含む18  4  9 年 から18  5  2 年に

英国で出 版された雑誌 『Journal of Design and Manufacutures』の編集者ヘンリー ・コ ールは、

当時ロン ドン や地方都市に 設立されてい たスクール・オブ ・デザインの重要な後援 者で

あ り、また当時の デザイン の改革を推進した人 物として、デザイン 史上重要な人物 とさ

れ てい る。し かしこ の雑誌は、1  9 世紀の英国のデザイン を考える上では、注目すべ き

ものであるに もかかわらず 、あ まり知られていない 。そこで、この雑誌が当時 のデザイ

ン とい うものにおい てどの ような位置にあ るの かを考察することを目的とした。

＜方法 ＞　 雑誌 「Journal of Design and ManufacturesJ v。. 1-6,London  ,Ch^man  &HaU,  1849-

1852 は 、 １巻につ き6 ヵ月分の雑誌が綴じ込まれてい る。こ れらに、ほぽ毎号載せ られ

ていた、記事Review of Patterns等を主な 研究資 料とし た。

＜結果＞　 この雑誌には、当時生 産されていた生活用品の押し 絵や 、壁紙、織物、洋服

地の実物サンブル等 が含 まれてお り、同時にそ れらに 対する 評価が記述されている。ヘ

ンリー ・コールや、彼の周辺の人物た ちが、当時のデザインに対し てどの ような 考えを

持っ てい たの かを知る上で、重要な手掛 かり となる 貴重な資 料であ ることが分かった。

I Ja －2 ファッション ープレートの研究（ ２）

○浅野正子

薔薇

目的　ファッション・プレートとは. 18世紀末から20世紀初頭の定期刊行物におりこま

れていた手彩色版画のことで ，これからくるであろう流行の情報源であった。プレートは

衣服を中心につくられたが ，それを引き立てるためのものも常に描写されていた。これら

衣服の周辺に着目することは ，当時の生活や文化を知る手がかりとして重要である。

本研究では ，プレートに多数描写されてきた薔薇の図像をとおして，その 剤xの生活ス

タイルを考察してゆくことを目的とする。

方法　フT  ッション・プレートを中心に ，描写されている花の形態,色彩などを観察し，

文献調査と合わせて解析してゆく。

結果　薔薇は西欧文明の代表的な花であるがゆえにその解釈は多様的であり ，ファッシ

ョン･プレートにおいては，ドレス ，帽子 ，髪などの装飾として登場してくる。19世紀ま

での描写は 。既存の絵画に共通性がみられる。20世紀初頭には改良新種がビジュアルに表

現された一方，アール･デコの香り高い新たな描写スタイルもあらわれ ，テキスタイル等

へ応用されていった。

また ，薔薇の魅力である芳香を感じさせる図像表現は，プレートにテイストを加えただ

けではなく，香りへの関心の高まりや香料需要の拡大をも暗示していた。
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